
 

 

    
 

 

平成24年 8月 9日 

各   位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ー ル テ ッ ク ・ ウ エ ノ 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード4573） 

本社所在地 東京都千代田区内幸町一丁目1番 7号 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 真島 行彦 

問 合 せ 先 ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 部 長 中村 宏司 

電 話 番 号 03（3596）8011 

   

業績予想及び配当予想に関するお知らせ 
 
 平成 24年５月14日に公表いたしました「平成24年３月期 決算短信［日本基準］（非連結）」において
未定としておりました平成25年３月期の業績予想及び配当予想を下記のとおりといたしましたのでお知ら
せいたします。 
 

記 
 
１．業績予想について 
(1)平成 25年３月期第２四半期累計期間（平成24年４月１日～平成24年９月30日）                

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円   銭

― ― ― ― ― 

今回発表予想（Ｂ） 
1,871 325 327 212 2,163  41 

増減額（Ｂ－Ａ） 
― ― ― ― ― 

増減率（％） 
― ― ― ― ― 

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成 24 年 3 月期第 2 四半期） 1,872 551 547 352 3,581  04 

 

 

(2)平成 25年３月期業績予想数値（平成24年４月１日～平成25年３月31日）                   

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円   銭

― ― ― ― ― 

今回発表予想（Ｂ） 4,432 618 623 405 4,115  73 

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ― 

増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 
（平成24年３月期） 4,053 1,063 1,073 680 6,910  50 

 



 

 (3)業績予想公表の理由 

  当社の売上高の約 50％を占める AMITIZA®カプセルについては、当社と Sucampo Pharmaceuticals,Inc.

及び Sucampo AG（以下、SAG 社）が販売提携先の武田薬品工業株式会社（以下、武田薬品）に対して契約

の終了と損害賠償を求める仲裁申立てを行っておりました。この仲裁の結果によっては当社業績に重大な

影響を与える可能性があったため、業績予想を開示しておりませんでしたが、引き続き武田薬品との契約

を継続する仲裁結果が出たため、現時点において入手可能な情報や予想に基づき、上記のとおりといたし

ました。 

 

 (4)業績予想の概要について 

＜製品別売上予想＞                                単位：百万円 

 上半期 

（平成24年４月１日～

平成24年９月30日） 

下半期 

（平成24年10月１日～

平成25年３月31日） 

通 期 

（平成24年４月１日～

平成25年３月31日） 

レスキュラ®点眼液 672 1,260 1,933

AMITIZA®カプセル 1,094 1,236 2,331

研究開発支援サービス 104 63 168

合  計 1,871 2,561 4,432

 

＜レスキュラ®点眼液＞ 

①国内市場 

  平成 24 年度の薬価改定（前期比△5.6％）等の影響を受けますが、引き続き同製品の特性を活かした

マーケティング活動や新たな販売プロモーションを実施して処方数の維持に努めてまいります。 

②北米市場 

  SAG 社が同製品の添付文書の記載内容を変更して再上市が出来るように米国食品医薬品局（FDA）と協

議を進めております。当社は下半期に売上を見込んでおります。 

 

＜AMITIZA®カプセル＞ 

①北米市場 

  今後も引き続き AMITIZA ®カプセルの独占的供給契約（Supply Agreement）に基づき、AMITIZA ®
カプセルを武田薬品に販売する予定です。 

②日本市場 

  平成 24年７月５日に株式会社スキャンポファーマが慢性便秘症（器質的疾患による便秘を除く）の製

造販売承認申請を取得しております。当社は下半期に売上を見込んでおります。 

 

 

＜研究開発＞ 

当期は臨床試験の開始及び臨床試験の開始に向けた非臨床試験を積極的に推進する予定であり、研究

開発パイプラインの開発ステージアップに伴い、研究開発費は前期と比べ 315 百万円増の 1,233 百万円

（前期は917百万円）となる見込みです。当期において特に注力するパイプラインは以下のとおりです。 

①重症ドライアイ治療薬（開発コード：RU-101） 

②アトピー性皮膚炎等（開発コード：RTU-1096） 

 



 

 

２．配当予想について 

(1)平成 25年３月期配当予想 

  

  

年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

  円  銭   円  銭 円  銭 円  銭  円  銭 

前回予想 ―  ― ― ―  ― 

今回予想 ―  0.00 ― 2,000.00 2,000.00

当期実績 ―  １           １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
―  0.00 ― 3,000.00 3,000.00

 

(2)配当予想公表の理由 

   当社は、経営基盤強化のための内部留保に配慮しつつ、株主の皆様への適切な利益還元を重要な経

営課題と位置付けており、業績や配当性向などを総合的に考慮し、中長期的に安定した配当を継続し

て行うことを基本方針としております。 

   今回公表いたしました通期業績予想を踏まえ、上記方針に基づき、平成25年３月期の配当予想を上

記のとおりといたしました。 

 

 

（注）上記の予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績等は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 

 

                                以 上 


